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国
際
貢
献
の
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団

互
い
に
思
い
や
る
の
心
と
技
。

こ
と
し
｀
一
一
一
年
、
日
本
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す
る
個
人
や
団

体
の
中
で
も
っ
と
も
期
待
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
。
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
の
略
称
）
で
あ

ろ
う
。
’
一
｀
年
８
月
、
日
本
で
学
ん
だ
ア
ジ
ア
の
医
学
生
や
Ｏ

Ｂ
た
ち
に
呼
び
か
け
、
ア
ジ
ア
で
の
医
療
救
護
活
動
と
研
修

を
行
う
陥
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
を
発
足
さ
せ
た
。
以
後
、
活

躍
は
世
界
に
広
が
り
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ

ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
チ
ェ

チ
ェ
ン
、
サ
ハ
リ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
各
地
の
自
然
災

害
や
紛
争
地
で
の
難
民
救
援
、
援
助
、
保
健
医
療
な
ど
に
努

め
て
き
た
。
相
互
理
解
、
相
互
支
援
、
相
互
の
幸
せ
を
理
念

に
、
「
良
き
医
療
、
良
き
未
来
」
を
め
ざ
す
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
日
本
の
誇
り
で
あ
る
。

　
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
活
動
生
む

ー
医
師
へ
の
道
は
自
分
で
選
ば
れ
た
の
で
す
か

「
高
校
３
年
の
夏
休
み
に
、
高
校
の
教
師
だ
っ
た
父
が

『
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
も
悪
く
な
い
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
』

っ
て
ポ
ロ
ッ
と
言
い
ま
し
て
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
医
学

部
を
受
け
て
み
る
か
と
・
：
」

－
い
ま
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
ま
す
ね

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
現
場
に
行
く
だ
け
で
な
く
て
、
や
っ
ぱ

り
支
援
体
制
が
い
る
わ
け
で
す
。
地
元
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
と
か
日
本
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
バ
ッ
ク
に

な
い
と
い
い
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
の
意
味

で
社
会
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
々
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス

・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
、
医
師喬

づ
く
り
の
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
の
活
動
が
や
り
易
く
な
っ
た
の
で
す
」

－
そ
こ
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
評
価
も

出
て
く
る
わ
け
で

「
今
ま
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
つ
の

欠
点
と
い
う
も
の
は
サ
イ
レ
ン

ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
遊
離

し
て
い
た
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ

は
、
任
意
団
体
と
い
う
こ
と
と

「
非
政
府
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
、
阪
神

大
震
災
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
サ
イ
レ
ン

ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
日
の
前
に
農
場
し
て
、
あ
あ

な
る
ほ
ど
役
に
立
つ
ん
だ
な
あ
１
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ

の
認
識
が
得
ら
れ
た
と
思
う
ん
で
す
」

　
拠
点
、
輸
送
、
３
個
價
に
人
と
物
と
金

7
9
年
1
2
月
、
菅
波
医
師
は
２
人
の
日
本
人
医
学
生
と
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ワン・アワー　1996年1月号から
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タ
イ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ
行
っ
て
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
必
要
性
を
痛
感
、
組
織
を
発
足
さ
せ
た
。

現
在
は
海
外
に
1
4
支
部
。
会
員
数
は
日
本
に
７
０
０

人
、
ア
ジ
ア
1
5
カ
国
に
２
０
０
人
。
9
5
年
６
月
、
日
本

で
は
初
め
て
国
連
認
定
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
登
録
さ
れ
た
。

事
務
局
は
岡
山
市
楢
津
３
１
０
－
１
．
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８

６
－
２
８
４
－
７
７
３
０

１
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か

「
阪
神
大
震
災
で
は
全
国
で
約
１
０
０
万
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
動
き
ま
し
た
。
若
い
大
学
生
が
受

け
‐
１
と
な
り
、
こ
う
し
た
世
代
の
文
化
パ
ワ
ー
を
日

本
の
国
づ
く
り
に
ど
う
い
う
風
に
生
か
し
た
ら
よ
い

か
で
ｙ
Ｐ
Ｏ
法
案
ｕ
『
市
民
活
動
支
援
法
（
仮
称
）

案
ｕ
が
で
き
、
民
間
パ
ワ
ー
を
も
っ
と
も
っ
と
認
知

し
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
で
ま
し
た
。
こ
れ

で
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
法
人
格
が
取
れ
社
会
的
認
知
を

も
っ
と
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

「
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
現
在
、
３
０
０
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
番
多
い
の
が
地
域
開
発
型
で
、
緊
急
救
援

を
目
的
と
す
る
の
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。
地
域
間

発
は
日
本
の
お
家
芸
で
す
。
緊
急
救
援
と
い
う
の
は

シ
ス
テ
ム
で
す
か
ら
、
個
人
個
人
が
善
意
を
持
っ
て

や
る
の
と
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
す
。
緊
急
救
援

に
は
、
活
動
拠
点
、
輸
送
、
通
信
を
ど
う
す
る
か
の

３
原
則
に
加
え
て
、
人
と
物
と
金
を
ど
う
す
る
か
が

あ
り
ま
す
。
短
時
間
に
ぱ
っ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
国
境
を
越
え
る
の
で
、
国
連
機
関
、
現

地
の
国
家
、
『
日
本
政
府
へ
の
連
絡
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
連

携
が
必
要
で
、
か
な
り
大
が
か
り
な
も
の
と
な
り
ま
す
』

「
こ
れ
か
ら
は
二
團
で
は
解
決
で
き
な
い
地
球
規
模

の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
環
境
、
難
民
、
エ
イ
ズ
の

問
題
な
ど
国
連
と
い
う
場
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
一
つ
は
国
と
い
う
単
位
で
、
も
う
ブ
つ
は

政
策
決
定
の
手
足
と
な
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
も
多
い
の
で
す
」

　
多
様
性
の
共
存
は
相
互
扶
助
か
ら

阪
神
大
震
災
の
と
き
は
、
発
生
の
夜
に
早
く
も
第
１

陣
が
現
地
入
り
、
サ
ハ
リ
ン
震
災
の
時
も
チ
ャ
ー
タ

ー
機
で
急
行
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
震
で
ぱ
来
日

し
て
い
た
同
国
人
医
師
と
共
に
入
国
、
感
謝
さ
れ
た
。

’
９
句
．
Ｄ
Ｊ
に
ね
７
昧
師
ｐ
μ
に
５
’
？
刈
メ
ｒ
４
”
芯
才

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
9
6
年
３
月
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
山
間
地
域
で
浄
水
装
置
を
稼
働
さ
せ
る
。

－
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
方
向
は

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
多
言
語
、
多
文
化
、
多
宗
教
、
多

民
族
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
多
様
性
の
共

存
を
第
一
に
し
て
い
る
の
で
す
。
と
な
る
と
、
相
互

扶
助
と
い
う
考
え
方
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
世
界
で
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
貧

困
と
い
う
こ
と
で
す
。
貧
困
を
解
決
す
る
こ
と
で
解

決
で
き
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。
貧
困

と
い
う
こ
と
と
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
一
緒

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
取
り
組
む
の

に
必
要
な
の
が
相
互
扶
助
思
想
な
ん
で
す
。
こ
れ
は

生
活
の
思
想
な
の
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
に
「
岡
山
県
三
木
記
念
賞
」

「
第
２
回
国
連
プ
ト
ロ
ス
・
ガ
ー
ー
リ
賞
」
「
毎
日
国
際

交
流
賞
」
「
読
売
国
際
協
力
賞
」
な
ど
を
受
賞
。

（
注
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
機
関
、
民
間
活
動
団
体
）

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）

　
　
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
（
声
な
き
大
衆
）

すがなみ　しげる

　　・1946年広島愚生まlt。関山火季l学部大学院享{公衆麹生}。S療

法人アスカ会理事長。菅波内科医院、老人保健施設すこやか苑理

事長。南京中医薬大客員我授。著11「遥かなる夢」共著「ボラン

ティアの峙代丿編著「とび出せ！ＡＭＤＡ」など。妻とｌ男２友。
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